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相談状況 
（（令令和和 66年年 44月月 11日日〜〜令令和和 77年年 33月月 3311日日））  

  

（（１１）） 相相談談件件数数  

    

  

  

  

（（２２）） 相相談談者者住住所所  

  

 

 

（（３３）） 年年齢齢別別新新規規相相談談者者数数  

  
  

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 今年度合計 前年度合計

5 22 29 23 17 21 25 11 12 22 17 13 217 218
164 214 252 250 217 204 219 205 226 210 184 173 2518 2159

新規
総数

新規 総数 前年度

和歌山市 147 1776 1575

岩出市 13 220 256

紀の川市 15 206 116

県内その他 24 280 183

他府県 5 22 3

不明 13 14 26

合計 217 2518 2159

和歌山市 岩出市 紀の川市

未就園児 12 0 0

年少 7 0 3

年中 15 3 1

年長 16 0 1

小学校低学年 42 6 7

小学校高学年 28 3 2

中学生 23 1 1

高校生 3 0 0

不明 1 0 0

合計 147 13 15
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（（４４））  相相談談対対応応回回数数（（重重複複））  

    

    

  

  

  

  

（（５５）） 相相談談経経路路  

  

  

（（６６）） 新新規規相相談談内内容容のの内内訳訳  

  

  

和歌山市 岩出市 紀の川市

小学校 6 0 1

中学校 3 0 0

幼稚園 3 0 0

保育園（所） 0 0 0

保健センター 11 2 0

院内紹介 11 1 1

院外医療機関 12 5 3

パンフレット・HP・LINE 18 3 2

知り合い 11 0 0

こども家庭センター 2 0 0

児童相談所 0 0 0

家族 18 1 2

その他 11 1 2

不明 29 0 3

再開ケース 12 0 1

合計 147 13 15

和歌山市 岩出市 紀の川市

知的面の遅れ 2 0 0

コミュニケーションの問題
（吃音含む）

15 2 1

学習の問題（知的除く） 12 0 1

注意欠陥・多動の問題 14 1 0

不登校・行き渋り 23 4 4

家庭の問題 1 1 0

強迫行為（抜毛） 6 0 0

不安行為（緘黙・分離不安・チック） 7 1 2

食行動の問題 1 0 0

排泄の問題 4 0 0

その他 3 0 2

不明 2 0 0

育児相談 56 4 5

いじめ 0 0 0

心身症 1 0 0

合計 147 13 15

電話相談 面接相談

小児科医 4 153

公認心理師・臨床心理士・学校心理士 892 1698

心理相談員 61 212

事務 240 0

合計 1197 2063
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（（７７））小小児児成成育育医医療療支支援援室室かからら小小児児科科外外来来にに紹紹介介ししたた内内訳訳 

     

    自閉症スペクトラム障害  26名   ストレス関連障害   9名 

注意欠陥多動性障害       14名   不眠障害       6名 

限局性学習障害            3名    

不安障害      9名    

愛着障害         3名    

                          合計 70名 

  

  

（（８８））小小児児成成育育医医療療支支援援室室でで行行っったた検検査査  

  

 ウェクスラー式知能検査（WISC－IV）    65名 

 新版 K式発達検査        3名 

     

  

  

（（９９））関関係係機機関関ととのの連連携携  

  

・ 和歌山市要保護児童対策地域協議会サポート連絡会議 

・ 和歌山市要保護児童対策地域協議会実務者会議 

・ 和歌山市障害者地域生活支援協議会 

・ 和歌山市子ども・子育て会議 

・ 和歌山市健康わかやま２１推進協議会 

・ 和歌山県立医科大学附属病院子ども虐待対策検討会（SCAN会議） 

・ 院内子ども虐待防止検討会 
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小児成育医療支援室  

２０２4年度市民公開講座アンケート 

2024.12.7  

    和歌山県立医科大学附属病院 臨床講堂Ⅰ 

  参加者 96名 

回答数 85件 

  

１. 性別を教えてください。 

男性 女性 回答しない 

16名 69名 0名 

 

 

 
2．年齢を教えてください。 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 未記入 

1名 2名 13名 32名 28名 8名 1名 0名 

 

 

 
３.お立場を教えてください。 

医師 医療関係者 学校関係者 福祉関係者 行政関係者 

3名 10名 15名 6名 16名 

幼稚園・保育園関係者 学生 保護者 スクールカウンセラー 無回答 

10名 3名 14名 1名 7名 

 

 

 
４.市民公開講座をどこでお知りになりましたか。 

チラシ 支援室 HP 市報 メール・SNS リビング和歌山 保育園 

36名 6名 5名 8名 6名 １名 

家族・友人・知人から 未記入・回答不備 心理士紹介 職場   

17名 1名 2名 3名   
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5.市民公開講座に対する満足度を教えてください。 

大変満足 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 未回答・回答不備 

44名 34名 6名 0名 1名 0名 0名 

 

 

 
6.本日の公開講座は今後の生活で活用できそうな内容でしたか。 

活用できる やや活用できる どちらとも言えない あまり活用できない 活用できない 未記入 

61名 20名 3名 0名 0名 1名 

 

 

 
7.今後も市民公開講座に参加したいと思いますか。 

ぜひ参加したい タイミングが合えば参加したい 講演の内容による どちらとも言えない 未記入・回答不備 

39名 29名 16名 0名 1名 

 

 
 

8.次回、市民公開講座に際し、どのような形での参加をご希望されますか。 

現地開催 オンライン開催 未記入・未回答 どちらもOK 

57名 13名 2名 13名 
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第 40 回和歌山県立医科大学小児成育医療室研修会（2024 年度市民公開講座） 令和 6 年 12 月 7 日 

子子どどももののこここころろをを育育むむ子子育育ててととはは  ～～前前向向きき子子育育ててののすすすすめめ～～  

柳柳川川敏敏彦彦  トトリリププルル PPジジャャパパンン理理事事長長、、和和歌歌山山県県福福祉祉事事業業団団  南南紀紀医医療療福福祉祉セセンンタターー院院長長  
 

ははじじめめにに  

 2023 年４月から内閣府は、少子化や虐待、いじめなど子どもを取り巻く課題に対し、複数省庁にまた
がっていた対応を一元化する「こども家庭庁」を設置し、子どもの利益を第一に考える「子どもまんなか
社会」の実現を掲げています。「こども家庭庁」は、子ども達を健やかに育てるための国を挙げての母子
保健事業である「健やか親子 21」に端を発しています。「健やか親子 21」は平成 13 年（2001 年）度か
ら開始され（1 次）、平成 27 年度からの第 2次計画では「すべての子どもが健やかに育つ社会」として、
すべての国民が地域や家庭環境等の違いにかかわらず、同じ水準の母子保健サービスが受けられること
を目指しています。2024 年４月施行の改正児童福祉法では、妊産婦や子育て世帯が気軽に相談できる「こ
ども家庭センター」の設置が市区町村の努力義務となり、市町村を実施主体とした「親子関係形成支援事
業」が盛り込まれ、具体的にはペアレントプログラムなどの親支援プログラムが推奨されています。 
すすべべててのの親親ののたためめのの前前向向きき子子育育ててププロロググララムム（（PPoossiittiivvee  PPaarreennttiinngg  PPrrooggrraamm::  TTrriippllee  PP））  

親は積極的に子どもにどのように接するかを学ぶ必要があります。ペアレンティングは、子どもが日常
起こしがちな問題行動に対して、親の戸惑いにヒントを与え、さらには子育てに対するやりがいを伝え
る道しるべです。子どもの問題行動に起因する育児の負担感・困難感から「子どもへの不適切な扱い＝子
ども虐待」の予防として、「親としてのスキル、親の役割、親のあり方」を学ぶ機会が求められています。
核家族化、単親家族の増加、父親の不在、母親の孤立、若年の母親、そして経済的困窮など社会事情の変
化を考えると、ますますペアレンティングの必要性が浮かび上がってきています。 
トリプル Pは、オーストラリア・クィーンズランド大学教授の Matthew R. Sanders(マット・サンダー

ス教授)により開発されました。前向き子育てプログラムは、Positive Parenting Program の頭文字 3 つ
の P という愛称で、日本には 2005 年に導入され、認知行動療法を原則理念とした親への心理教育プログ
ラムです。トリプル P では、親と子どもがよい時間をつくることを大切にして子どもの発達を促すこと
に重点を置いています。子どもと親の安定した愛着関係を築き、子どもの好ましい行動（感情をコントロ
ールする力、人と上手く関わる力、目標に向かってがんばる力＝いわゆる情動知能・非認知能力）を育て
るための内容などを具体的に学ぶ「前向き子育て（Positive Parenting）」です。問題行動への対処では、
単に子育てスキルとしての how toを学ぶのではなく、親が様々な状況に出会ったとき、トリプル Pで学
んだことをヒントに、自ら工夫し、自ら解決の糸口を見つけ出すことを特徴とし、自己管理 self-
management、自己効力感 self-efficacy、自ら行動する personal agency、自己充足感 self-sufficiencyの４
つのプロセスから自己調整 self-regulationの能力を身につけることを重視したプログラムといえます。 
講演では、トリプル P の 5 原則と具体的な 17 の技術のうちいくつかを紹介します。 

ままととめめ  

トリプル P は子ども虐待、子どもの問題行動の一次予防として役立ち、発達に問題のある子をもつ親
は子どもの状況に早くから気づき、二次障害、併存障害の進展を予防するという意味で発達障害の早期
発見・早期支援となります。地域での活動においては、育児不安の解消と援助が必要な子どもの親への支
援とともに保健師、子育て支援従事者の負担の軽減、自信の向上など非常に応用性の高いプログラムで
す。わが国の各地域でのさらなる展開を心から期待しています。 

市民公開講座（小児成育医療支援室研修会）特別講演報告
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�

࣎ỉỺἕἍὅἋᾌဃẨỦщ
z ỤủềẟỦܣज़ᾉ࣎ܤ
z ᐯࠁᏉܭज़ᾉᐯЎầڤẨ
z ʴồỉ̮᫂ज़ᾉếầỦẮểỊ

ಏẲẟ

Ᏻᐃࡓࡋឡ╔

ே࡜ேࡢ࡜㛵ಀࡢᕼⷧ໬࡟㉳ᅉࡿࡍၥ㢟ࡌ࠸ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉࣉࢵ࢔ࢬ࣮ࣟࢡࡀ
୙Ⓩࡿࡍࢀ㞃࠼ぢ࡟࿘㎶ࡢࡑࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࠖࢀࡌࡡࡢே㛫㛵ಀࠕ࠺࠸࡜⹢ᚅࠊࡵ
࡜ࡇࡿࡍ㛵ಀࡃࡁ኱ࡀࠖࢀࡌࡡࡢே㛫㛵ಀࠕࡢࡇࡶၥ㢟ࡢ⾜㠀ࠊⓎ㐩㞀ᐖࠊᰯ
ࢀࡑ̿ࡢࡶ࡞኱ษࡶ᭱ࠊ࡛࠼࠺ࡃ࠸࡚ࡁ⏕࡟⚟ᖾࡀே㛫ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉᣦ᦬ࡀ
࠶ຊ࡛⬟ࡪ⤖ࢆ㸧࡞ࡎࡁ㸦⤎ࡢ࡜ே࡜ேࠊࡣ࡜╔ឡࠋࡍ࡛ࠖ╔ឡࡓࡋᏳᐃࠕࡣ
ࢫ╔ឡࡓࡋᏳᐃࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿ࠸࡚ࡗᙧ㐀ࢆ㒊ศࡿ࡞࡜ᅵྎࡶ࡜ࡗࡶࡢே᱁ࠊࡾ
ࠊࡋ♧ࢆ㐺ᛂ࠸㧗ࡶ࡚࠸࠾࡟௙஦ࠊࡶᑐே㛵ಀࠊ࡜ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡘᣢࢆࣝ࢖ࢱ
ே࠸῝ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡃ࠸࡚ࡗࡸࡃࡲ࠺࡜ಙ㢗㛵ಀࢆ⠏ࠊࡁ㛗ᖺ࡚ࡗࡓࢃ࡟⥔ᣢ
Ᏻࠕࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃ࠸࡜࠸ࡍࡸࢀධ࡟ᡭࢆᯝᐇࡢ⏕ே࡞ࡁ኱ࠊ࡛࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡋ
ᐃࡓࡋឡ╔ࠖ࡞ࢇ࡝ࠊࡣ┦ᡭ࡟ᑐ࡜ࢇࡕࡁࡶ࡚ࡋ⮬ศࢆㄝ᫂ྠࠊࡋ᫬࡟୙せ࡞
Ᏺ࡟ᡭୖࢆ㌟ࡢศ⮬ࠊࡵồࢆࡅຓࡣ᫬ࡓࡗᅔࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡅ㑊ࢆ❧Ꮩࡸ✺⾪
Ᏻᐃࠕࠋࡍ࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜ࡿ࡞ࡃ࡞ᑡࡶ࡜ࡇࡿ࡞࡟ࡘ࠺ࡽ࠿ࢫࣞࢺࢫࠊ࡛࡜ࡇࡿ
╔ឡࠕ࠸ࡓࡅࡀᚰ࡚ࡋ࡜ಶேࠋࡍ᝿ᙧ࡛⌮ࡢぶᏊ㛵ಀ࡛࡞Ⰻዲࠊࡣࠖ╔ឡࡓࡋ
ࠋࡍ࡛➨ḟ࠺ᛮ࡜ࡿ࠶ၥ㢟࡛ࡿࡏ࠿άࡶ୰࡛ࡢ⧊⤌࡟᫬ྠࠊࡣၥ㢟ࠖࡢ

ᵨᵿᵱᵮᵡᵟᵬ๔᝶ٻ˟ὉπѪἉὅἯἊỸἲ ᵱᵋᵐᵔ ᵆᵐᵎᵐᵑᵌᵏᵏᵌᵐᵔὸ
δᇜႻᛩ৑ấợỎࠊထ஭ỆấẬỦἚἼἩἽᵮݰλỉྵཞể

ᚃ܇᧙̞ನሰૅੲỉૼẲẟޒ᧏ỆӼẬề

ᴫせ

����೧݆͖̒Δ಼ֵැͺɼঙࢢԿΏٰଶɼ͏ͣΌ͵ʹࢢʹ΍ΝखΕ͚ת՟ୌͶ
ଲ͢ɼ෵਼঴ுͶΉͪ͗ͮͱ͏ͪଲԢΝҲݫԿͤΖʰ͞ʹ΍ՊఋுʱΝઅ஖͢ɼ
ͱ͏Ήͤɽ͝ܟΝݳ΍ΉΞ͵͖ऀճʱ͹ࣰʹࢢΖʰ͓ߡ΍͹ཤӻΝ୊ҲͶʹࢢ
����೧݆̒ߨࢬ͹րਜ਼ࣉಒෳࢳ๑Ͳͺɼೝࢊ෌Ώࢢүͱ੊ଵ͗ܲـͶ૮஌Ͳ͘Ζ
ʰ͞ʹ΍Պఋιϱνʖʱ͹અ஖͗ۢࢤௌଞ͹౔ྙٝແͳ͵ΕɼࢤௌଞΝࣰࢬकର
ͳͪ͢ʰ਎ܙܐؖࢢ੔ࢩԋۂࣆʱ͗੟ΕࠒΉΗɼ۫ରదͶͺϘΠϪϱφϕϫήϧ
Ϟ͵ʹ͹਎ࢩԋϕϫήϧϞ͗ਬও͠Ηͱ͏Ήͤɽ
φϨϕϩ3Νࣰભ͢ͱ͏Ζεϱϛζηφ͖Δɼ಍೘ͶΉͯΚΖ಼༲ΏϕϫήϧϞ

ͮ߻ݡͶɼஏҮ͹ࣰ৚ͶڠՅंͳࢂεϱϛζΤϞޛয়Ν఑ࣖ௘͘ɼ൅නݳକ͹ܩ
ͪ಍೘ϕϧϱͶͯ͏ͱқ׷ިݡΝ͏ߨɼ਎ߑܐؖࢢ஛ࢩԋ͹ஏҮͲ͹ఴ֋Νݗ౾
ͤΖɽ
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⁆⁆⁤⁤⁛⁛⁢⁢⁞⁞⁗⁗ ⁂⁂‒‒⁦⁛⁛⁨⁨⁗⁗‒‒⁂⁂⁓⁓⁤⁤⁗⁗⁠⁠⁦⁦⁛⁛⁠⁠⁙⁙‒‒⁂⁂⁤⁤⁡⁡⁙⁙⁤⁤⁓⁓  ‰‰⁦⁛⁛⁥⁥⁡⁡⁂⁂‮‮
ЭЭӼӼⅼⅼ܇܇ᏋᏋ↕↕⇽⇽∓∓⇖⇖∏∏∆∆≌≌↗↗↞↞∝∝∝∝∝∝

࣭�ṓ㹼��ṓࡢᏊࢆࡶ࡝ᣢࡘぶ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࡵࡓࡢ

๰タ⪅㸸

ࢫ࣮ࢲࣥࢧ࣭ࢺࢵ࣐

㸦㇦ᕞ࣭ࢻࣥࣛࢬ࣮ࣥ࢖ࢡ኱Ꮫ

⮫ᗋᚰ⌮Ꮫᩍᤵ㸧

࣭��ᖺ௨ୖࠊࡿࡓࢃ࡟Ꮚࡢື⾜ࡢࡶ࡝せᅉࡢ࡚࠸ࡘ࡟
⛉Ꮫⓗ◊✲࡜⮫ᗋ⤒㦂࡟ᇶ࡙ࠋࡃ

࣭ᚰ⌮Ꮫࡢㄆ▱⾜ື⒪ἲࠋ࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࢫ࣮࣋ࡀ
��

И༿‣≌࠰…••․ોᚖ≋࠰․‫‫ ࠰ ••․ ࠰࠰࠰࠰࠰   ••࠰•‣•․ ࠰࠰࠰••‣‣•••․․․․․

Triple Pࡢࡢ≉≉ᚩᚩ

X䜸䞊䝇䝖䝷䝸䜰䛷㻤㻜ᖺ௦ᚋ༙䛻㛤Ⓨ䛥䜜䛯
Xୡ⏺䛾㻟㻡䛛ᅜ䛷౑⏝䛥䜜䛶䛔䜛

Xᐇ㊶ⓗ䛷ศ䛛䜚䜔䛩䛟ぶ䛜䛩䛠䛻౑䛘䜛

X⫱ඣᢏ⾡䛺䛹䛾䝛䞊䝭䞁䜾䛜㨩ຊⓗ

Xㄆ▱⾜ື⌮ㄽ䜢䛿䛨䜑䛸䛧䛯ከ䛟䛾⌮ㄽ䛻ᇶ䛵䛟

Xᗂඣᮇ䛛䜙ᛮ᫓ᮇ䜎䛷䛾Ꮚ䛹䜒䛻౑䛖䛣䛸䛜ฟ᮶䜛

Xᆅᇦ䝺䝧䝹䛾௓ධ䛜ྍ⬟䛷䛒䜛䠄ᆅᇦ䛾䛒䜙䜖䜛

䝺䝧䝹䛾ၥ㢟౛䠅

X᪤䛻ၥ㢟䜢ᢪ䛘䜛ᐙᗞ䛰䛡䛷䛺䛟ண㜵ⓗ᪩ᮇ௓ධ

ᨭ᥼䛸䛧䛶䜒౑⏝ྍ⬟

Xᐈほⓗ䛺ホ౯䛜ฟ᮶䜛

Xᵝ䚻䛺ᅜ䛷㻢㻥㻜௨ୖ䛾἞㦂䚸ㄪᰝ䚸ᑓ㛛ㄅㄽᩥ䛸䚸

㻞㻠㻜௨ୖ䛾ホ౯ㄽᩥ䛜Ⓨ⾲䛥䜜䛶䛔䜛䠄㻞㻜㻝㻢䠅

䝺䝺䝧䝧䝹䝹 5

䝺䝺䝧䝧䝹䝹 4

䝺䝺䝧䝧䝹䝹3

䝺䝺䝧䝧䝹䝹 2

䝺䝺䝧䝧䝹䝹1

」」㞧㞧࡞࡞ၥၥ㢟㢟ࡢࡢ࡬࡬ᐙᐙ᪘᪘⒪⒪ἲἲ

ᗈᗈ⠊⠊ᅖᅖ࣭࣭」」ᩘᩘࡢࡢၥၥ㢟㢟⾜⾜ືືࢢࢢࣥࣥࢽࢽ࣮࣮ࣞࣞࢺࢺࡢࡢ࡬࡬

ᏊᏊࡢࡢࡶࡶ࡝࡝ၥၥ㢟㢟⾜⾜ືືࡢࡢ࡬࡬ᏊᏊ⫱⫱࡚࡚ࢢࢢࣥࣥࢽࢽ࣮࣮ࣞࣞࢺࢺ

ᏊᏊࡃࡃࡼࡼ࡟࡟ࡶࡶ࡝࡝ぢぢࡢࡢ࡬࡬ືື⾜⾜ࡿࡿࢀࢀࡽࡽຓຓゝゝ

ࣥࣥࣙࣙࢩࢩ࣮࣮ࢣࢣࢽࢽ࣑࣑ࣗࣗࢥࢥ����ㅮㅮ₇₇఍఍࢔࢔࢕࢕ࢹࢹ࣓࣓

䝥䝻䜾䝷䝮ᥦ౪䛾ᑐ㇟⪅

吮
呄
吇
呀
吷
呃
吰
呂

ǨȳȏȳǹȈȈȪȗȫ2
ȑǹǦǧǤȈȪȗȫ2

ǹǿȳȀȸȉǰȫȸȗȈȪȗȫ2
ǹȆȃȔȳǰǹȈȸȳǺȈȪȗȫ2
ȈȪȗȫ᳊ǪȳȩǤȳ

ȗȩǤȞȪǱǢȈȪȗȫ2

ἍἾἁἘỵἛἚἼἩἽᵮ
ἘỵὊὅỺỶἊἵὊἚἼἩἽᵮἍἱἜὊ

ἸἝἢὊἇἽἚἼἩἽ

ƴƓƚǔ؏ע
ȗȭǰȩȠੲяƷ૾ඥ

�� ��
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ἾἫἽᾁ ἍἱἜὊ࢟ࡸ
ཎܭἚἼἩἽᵮίἍἾἁἘỵἕἛὉἚἼἩἽᵮὸ

䐟๓ྥ䛝Ꮚ⫱䛶䝟䝽䞊
๓ྥ䛝Ꮚ⫱䛶ᐇ㊶䛾䛯䜑䛾䝠䞁䝖䛷䚸5ཎ๎䚸17䝇䜻䝹䜢⤂௓䛧䜎䛩䚹
䐠Ꮚ䛹䜒䛾⮬ಙ䜢⫱䛶䜛
Ꮚ䛹䜒䛻㔜せ䛺䝇䜻䝹䜢䛴䛡䛥䛫䚸⬟ຊ䛸⮬ಙ䜢ᣢ䛳䛯Ꮚ䛹䜒䛻䛩䜛
䛯䜑䛾䝠䞁䝖䜢⤂௓䛧䜎䛩䚹
䐡䛜䜣䜀䜜䜛Ꮚ䛹䜒䜢⫱䛶䜛
Ꮚ䛹䜒䛿䜏䜣䛺䝇䝖䝺䝇䜢⤒㦂䛧䜎䛩䚹䛔䜝䜣䛺≧ἣ䛻ᑐ䛧䛶ୖᡭ䛻
㐺ᛂ䛷䛝䜛Ꮚ䛹䜒䛻⫱䛶䜛䝠䞁䝖䜢⤂௓䛧䜎䛩䚹

ࡿ࠸࡚ࢀࡉ㸦≉ᐃ㸧ࢺࢡࣞࢭࡀࢡࢵࣆࢺࡘ�

ᙧᘧ㸦������ྡ㸧࡛ᥦ౪࣮ࢼ࣑ࢭ

��

−⇿∑≖≝⇽∏⇊∄∐∞⇗⇈⇮∐⇽∑≳

•�ᑐࡢ�㠃ㄯᙧᘧ࡛ࠊ≉ᐃࡢၥ㢟⾜ື
㸦౛㸸Ἵ࠾ࠊࡃࡷࡋࢇ࠿ࠊࡃ㈙ࡢ≀࠸ၥ㢟
⛬��㹼��ศࠊ࡟⪅⫱㣴ࡿ࠸࡚ࡗᅔ࡟㸧࡝࡞
ᗘࣥࣙࢩ࣮ࢸࣝࢧࣥࢥࡢ㸦㠃ㄯ㸧ࢆ�ᅇ㐃
ࠋࡢࡶ࠺⾜࡛⥆

��

ἾἫἽᾂίᵏݣᵏ᩿ᛩὸ૙஬ᾉ
ἨἕἁἾἕἚὶἓἕἩἉὊἚ

䝖䝸䝥䝹䠬䛾ᢏ⾡䜢

䝁䞁䝟䜽䝖䛻䜎䛸䜑䛯෉Ꮚ

Ꮚ⫱䛶䝔䞊䝬ู䛻ᑐᛂ᪉ἲ䜢
䜎䛸䜑䛯䝅䞊䝖

��

ἾἫἽᾃίἂἽὊἩὁὊἁὸ૙஬ᾉ
ὁὊἁἨἕἁ

䜾䝹䞊䝥䝖䝸䝥䝹䠬䛷
౑⏝䛩䜛䝽䞊䜽䝤䝑䜽

䝇䝔䝑䝢䞁䜾䝇䝖䞊䞁䝈䛷
౑⏝䛩䜛䝽䞊䜽䝤䝑䜽

��

ẐЭӼẨ܇ᏋềᜒࡈᵆἂἽὊἩἚἼἩἽᵮᵇẑ

➨஬ᅇ

ᐇ㊶䛧䛶
䛔䛟(1)

➨භᅇ

ᐇ㊶䛧䛶
䛔䛟(2)

➨୐ᅇ

ᐇ㊶䛧䛶
䛔䛟(3)

➨ඵᅇ

䝥䝻䜾䝷䝮
䛾ಟ஢䛸

᣺䜚㏉䜚

๓ྥ䛝Ꮚ⫱䛶ㅮᗙ䜾䝹䞊䝥䝽䞊䜽

๓ྥ䛝Ꮚ⫱䛶䛾⪃䛘᪉䚸⾜ືグ㘓
䛾䛯䜑䛾ㅮ⩏䚸䝇䜻䝹⩦ᚓ䛾䛯䜑䛾
䝻䞊䝹䝥䝺䜲䜢⾜䛖䚹(➨䠍䡚䠐㐌┠䠅

㟁ヰ䝉䝑䝅䝵䞁

Ꮚ⫱䛶䝇䜻䝹䛾ᐇ᪋
≧ἣ䛾☜ㄆ䜔ᨵၿ
䠄➨䠑䡚䠓㐌┠䠅

䝥䝻䜾䝷䝮
䛾䜎䛸䜑
ಟ஢

䠄➨8㐌┠䠅

➨୍ᅇ

๓ྥ䛝䛺Ꮚ⫱
䛶䛸䛿䠛

➨஧ᅇ

Ꮚ䛹䜒䛾
Ⓨ㐩䜢ಁ
䛩

➨୕ᅇ

ၥ㢟⾜ື
䜢ྲྀ䜚ᢅ䛖

➨ᅄᅇ

ィ⏬䜢
❧䛶䛶
⾜䛖

� 䠄౛䠅䛂๓ྥ䛝Ꮚ⫱䛶ㅮᗙ䛃䛾ᐇ᪋౛ 䠄䝇䝔䝑䝢䞁䜾䝇䝖䞊䞁䝈䛿඲9ᅇ䠅
᪥᫬䠖 䠍䠌᭶䡚䠍䠍᭶ ẖ㐌ᅵ᭙ 10᫬䡚12᫬ 䠄䛯䛰䛧䚸䠑㐌䡚䠓㐌䛿㟁ヰ䝉䝑䝅䝵䞁䠅䠚
ᐃဨ䠖 䠍䠎ྡ䠄クඣྍ⬟䠅 ཧຍ㈝䠖䠎䠑䠌䠌෇䠇⛯䠄䝔䜻䝇䝖௦䛸䛧䛶䠅

� Ꮚ⫱䛶䝇䜻䝹䜢ᖜᗈ䛟䝖䝺䞊䝙䞁䜾䛩䜛䛯䜑䛻స䜙䜜䛯ㅮ
ᗙ䚹๓ྥ䛝䛺Ꮚ⫱䛶䝇䜻䝹䛾㞟୰䝖䝺䞊䝙䞁䜾䜢ᮃ䜐ぶ䜔
῝้䛺ၥ㢟⾜ື䛾Ꮚ䛹䜒䜢䜒䛴ぶ䜢ᑐ㇟䛸䛧䜎䛩䚹

��

ᵲᵲᶐᶐᶇᶇᶎᶎᶊᶊᶃᶃ ᵮᵮᴾPᵚɯᵮᵮᶍᶍᶑᶑᶇᶇᶒᶒᶇᶇᶔᶔᶃᶃᴾPᵮᵮᵿᵿᶐᶐᶃᶃᶌᶌᶒᶒᶇᶇᶌᶌᶅᶅᴾPᵮᵮᶐᶐᶍᶍᶅᶅᶐᶐᵿᵿᶋᶋᵜᴥ

��๓๓ྥྥ䛝䛝ᏊᏊ⫱⫱䛶䛶䝥䝥䝻䝻䜾䜾䝷䝷䝮䝮䠅䠅䛸䛸䛿䛿䞉䞉䞉䞉䞉䞉

䠍䠍. ᏳᏳ඲඲䛻䛻㐟㐟䜉䜉䜛䜛⎔⎔ቃቃ䛵䛵䛟䛟䜚䜚

䠘䝖䝸䝥䝹 P䛾஬ཎ๎䠚

2. ✚✚ᴟᴟⓗⓗ䛻䛻ᏛᏛ䜉䜉䜛䜛⎔⎔ቃቃ䛵䛵䛟䛟䜚䜚
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自己実現と共感：
アドラー心理学の
カウンセリングへの応用

和歌山県立医科大学 小児成育医療支援学講座
篠﨑浩平

30万人
2022年度の小中学生の不登校児の人数

日本の小中学生の人数 900万人

アドラー心理学とは？
• オーストリアの心理学者アルフレッド・アドラー
によって提唱された心理学理論

• 「人は何かしらの目的を持って行動する」と考える

• 過去の経験や無意識に注目するのではなく、
「今から何を目指すか」に焦点を当てる

• 人が変わるための勇気づけを行う心理学

小児成育医療支援室
相談の対象者  
中学生までのお子さん、及びその保護者
相談の形態（面談の場合）
親・子それぞれに担当者が１名ずつ担当
基本は別室で、カウンセリングを実施
利用時間
電話相談
月曜日～金曜日 9:00～17:00

予約面談
月曜日～金曜日 10:00～17:00（1枠＝1時間）

相談費用
相談・各種発達検査は無料
(外来に紹介した場合は医療費が必要な場合あり)

自分らしさについて悩む人が増えている現代で、
注目されている理論

アドラー心理学

自己決定論 目的論全体論

認知論 対人関係論

共同体感覚

勇気づけ

価値観

5つの
理論

技法

アドラー心理学の全体像
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➢5つの理論
(自己決定論、目的論、全体論、対人関係論、認知論)

➢技法
  (勇気づけ)

➢価値観
  (共同体感覚、自己受容、他者信頼、貢献感）

アドラー心理学の考え方

5つの理論
自己決定論
人生の主役は自分

目的論
人の行動には目的がある

全体論
人間は分割できない一つの集合体

認知論
人は世界を自分の見たいように見ている

対人関係論
人間のあらゆる行動は相手役が存在する

目的論

原因論

•人の行動には必ず目的がある

現在の行動
目的論

過去

未来

飲食店の店員にコーヒーをこぼされた

「気にしないで」と声をかける

穏便にすましたい、時間を取られたくない

➢5つの理論
(自己決定論、目的論、全体論、対人関係論、認知論)

➢技法
  (勇気づけ)

➢価値観
  (共同体感覚、自己受容、他者信頼、貢献感）

アドラー心理学の考え方

目的論

原因論

•人の行動には必ず目的がある

現在の行動
目的論

過去

未来

飲食店の店員にコーヒーをこぼされた

その店員に苛立ち、大声でどなった

店員を屈服させたい
クリーニング代を受け取りたい

目的論

原因論

•人の行動には必ず目的がある

現在の行動
目的論

過去

未来

飲食店の店員にコーヒーをこぼされた

「気にしないで」と声をかける

穏便にすましたい、時間を取られたくない

自分の目的が変われば
現在の行動も変わる可能性がある
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市民公開講座（小児成育医療支援室研修会）教育講演報告

原因論と目的論

学校でのいじめ 不登校

目的論

・嫌なことを避けたい？
・他者との関係を築きたくない？
・ゲームや動画鑑賞をしたい？

原因論

不登校をしている
何らかの目的がある

いじめが原因で
不登校になっている

5つの理論
自己決定論
人生の主役は自分

目的論
人の行動には目的がある

全体論
人間は分割できない一つの集合体

認知論
人は世界を自分の見たいように見ている

対人関係論
人間のあらゆる行動は相手役が存在する

自己決定論の判断基準

建設的 非建設的

• 自分のペースで学びや趣味に取り組む
• 安心して話せる人を見つける
• 社会との接点を作る
• 趣味や特技を見つけて取り組む

例）不登校

• 過剰に自分を責め、自己否定に陥る
• 他人と比較して絶望感を抱く
• 閉鎖的で家族や友人との交流を避ける

原因論と目的論

学校でのいじめ 不登校

目的論

・嫌なことを避けたい？
・他者との関係を築きたくない？
・ゲームや動画鑑賞をしたい？

原因論

いじめが原因で
不登校になっている

・原因が分かっても、行動が変わらない
場合がある

・本人自身も原因が分からないことも 不登校をしている
何らかの目的がある

・目的が変わることで、行動が変わる可
能性がある（本人の意志も必要）

・目的は同じでも、別の行動を選択でき
る可能性がある

自己決定論
•「置かれた環境から、現在の自分を作ったのは自分自身」
•「自分を変え得るのも自分自身」

今から～～しよう！ 家族から反対されるし・・・

お金ないし、時間ないし・・

やり方なんて分からないよ

変わらないという決断を自分でしている

•人は、自分の行動を自分で決めている

5つの理論
自己決定性
人生の主役は自分

目的論
人の行動には目的がある

全体論
人間は分割できない一つの集合体

認知論
人は世界を自分の見たいように見ている

対人関係論
人間のあらゆる行動は相手役が存在する
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市民公開講座（小児成育医療支援室研修会）教育講演報告

全体論
• 人は心の中が矛盾対立する生き物では
なく、意識・無意識、理性・感情、
心と体など要素に分割できない存在

• 病は気から・・・
• 「分かっているけどやめられない」の
でなく、「やめない」選択をしている

岩井俊憲. 人生が大きく変わるアドラー心理学

認知論
• 人は世界を自分の見たいように見ている

これだけしか
残っていない・・

こんなに残ってる
ラッキー

5つの理論
自己決定性
人生の主役は自分

目的論
人の行動には目的がある

全体論
人間は分割できない一つの集合体

認知論
人は世界を自分の見たいように見ている

対人関係論
人間のあらゆる行動は相手役が存在する

5つの理論
自己決定性
人生の主役は自分

目的論
人の行動には目的がある

全体論
人間は分割できない一つの集合体

認知論
人は世界を自分の見たいように見ている

対人関係論
人間のあらゆる行動は相手役が存在する

• 事実は変えられないが、解釈は変えられる

認知論の実践

• 短気

• 取り柄がない

• 失敗してばかり

• ネガティブ思考

決断力、行動力がある

安定している、バランス感覚に富んでいる

挑戦した回数が多い

最悪を想定して慎重な考え方が出来る

対人関係論 • 全ての悩みは「対人関係」から生じる

劣等感 • 「誰か」や「理想の自分」と比較して満たされていない

前進するバネとなる可能性！
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市民公開講座（小児成育医療支援室研修会）教育講演報告

子どもが学校に行けてなくて、、、
なんか、しんどそうで辛そうで。
頭痛い、お腹痛いって言ってます。

病院にも連れて行っていも、変わりなくて
外にも出たがらなくて、外に出ようって
誘ってみるけど、反応はなくて、、

「勉強したら」っていうと、最近は
「うるせぇ」って反発してくるんです。

課題の分離

×
×

互いに介入してはいけない

自分のすべき事に
集中する

相手のことを
信頼する

•対等 • 相手をコントロールしようとしない

課題の分離
自分の課題なのか？ 相手の課題なのか？

勉強しなさい！

勉強は
子ども自身の課題

課題の分離

共通の課題

➢5つの理論
(自己決定論、目的論、全体論、対人関係論、認知論)

➢技法
  (勇気づけ)

➢価値観
  (共同体感覚、自己受容、他者信頼、貢献感）

アドラー心理学の考え方
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市民公開講座（小児成育医療支援室研修会）教育講演報告

勇気づけ •困難を克服する活力を与えること

褒める× 相手との上下関係を作ってしまう
褒められるために行動する

褒められないことに怯えてしまう

➢5つの理論
(自己決定論、目的論、全体論、対人関係論、認知論)

➢技法
  (勇気づけ)

➢価値観
  (共同体感覚、自己受容、他者信頼、貢献感）

アドラー心理学の考え方

共同体感覚 •私はここにいて良いんだ。

共同体
感覚

他者信頼

周囲の人は私を援助してくれる

自己信頼（他者貢献）

私は周囲の人へ貢献できる

自己受容

ありのままの自分を受け入れる
このコミュニティにいて良いんだ

最終のゴール

勇気づけ •困難を克服する活力を与えること

応援する
子どもの出来たことを一緒に喜ぶ
子どもが助けを求めた時に、
サポートする

感謝する
結果ではなく過程に注目し、
これまでの過程に感謝する

共同体感覚 •私はここにいて良いんだ。

自己決定論 目的論全体論

認知論 対人関係論

共同体感覚
「居場所がある」「信頼できる」「貢献できる」という感覚

勇気づけ
困難を克服する活力を与える

価値観

5つの
理論

技法

アドラー心理学の全体像
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市民公開講座（小児成育医療支援室研修会）教育講演報告

最後に
• あなたは、お子さんを信じていますか？

• あなたが今お子さんのためにやろうとしていることは、
本当にお子さんのためを思ってのことですか？

• あなた自身が背負い込みすぎていませんか？

大丈夫です！あなたの思いは本物です！

ご清聴ありがとうございます！
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第１回５市合同説明会

各機関が持つ
強み・弱みを認識した連携

和歌山県立医科大学附属病院小児科・小児成育医療支援室
前田 真範

2025年5月16日 5市合同説明会

子どものこころを取り巻く課題

文部科学省「令和4年度通級による指導実施状況調査結果」

見出し

1. 子どものこころを取り巻く課題
• 連携の難しさ

• 医療の役割と限界

2. 各機関が持つ強み・弱みを認識した連携
• 支援室の特色、強み

• 支援室の弱みと補完しあう連携

子どものこころを取り巻く課題

文部科学省「特別支援教育の充実について」

子どものこころを取り巻く課題

厚生労働省「精神保健医療福祉の現状等について」
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第１回５市合同説明会

子どものこころを取り巻く課題

文部科学省「令和5年度特別支援教育体制整備状況調査結果」

連携の難しさ

全国から抽出された公立小中学校・特別支援学校・教育委員会の
教職員1657人から回答を得た「教育と医療の連携」調査1)

•医療と連携の経験がある：77.8%

•連携してよかった：83.9%

•連携は機能しているがまだ不足している：73.2%

•連携は機能しているとはいえない：17.1%
1)市河ら．小中学校・特別支援学校教職員を対象とした「教育と医療の連携」に関するweb調査．

日児誌 2024；128：767-776．

「連携」は具体的行動に移すのが難しい

•ケースバイケースの側面が大きく一般化しづらい。

•逆に一般化しすぎると具体的に想像しにくくなる。

•個人、組織、地域レベルで取り入れにハードル。

•自分が果たす役割を即座にイメージしづらい。

成育医療支援室
面談件数の推移
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①不登校、いきしぶり
②育児相談
③注意欠陥、多動の問題
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第１回５市合同説明会

連携の一例としての支援室
•強みを挙げるなら

①ワンストップ ②相談場所としての特性

③医療と心理の連携 ④外部機関との連携

相談場所としての特性

• 0～15歳まで切れ目なく対応。

•子と親、それぞれに1名ずつのスタッフがつき50分の面談。

•必要に応じて心理検査も実施する。

•スタッフの種々の専門性(資格)や経歴(教育や司法)。

新版K式、WISC
年平均61件

医療の役割と限界

主訴

• 児の困りごと
• 身体症状

評価、診断

• 発達特性
• 環境要因

治療

• 投薬、心理療法
• 定期通院、入院

本当のゴール

• 自己効力感、共同体感覚
• 認識的信頼、愛着再構築

ワンストップ

•電話一本で繋がる。

•家族、支援者問わず受付。

•その場で面談の予約取得。

•医療や外部組織との連携にて

ある程度の解決を目指せる。

•相談、面談、検査等すべての

事業は無償で提供される。

医療と心理の連携

•医師スタッフは大学小児科と小児成育医療支援室の両方に所属。

•支援室は大学の小児科外来と同じフロアに設置。

•医療が担えない安全基地としての役割を支援室に依頼。

•支援室から医師へ診断や投薬の依頼。

外部機関との連携

•例えば学校と医療の連携の全国調査では、医療に対する敷居の
高さや医療側の学校現場の理解不足が障壁として挙がった。1)

•支援室の心理スタッフはスクールソーシャルワーカーや教師、
スクールカウンセラーを経験している人員も多く連携しやすい。

•保健師、保育士、児童相談所、精神科とも日々連携している。

1)市河ら．小中学校・特別支援学校教職員を対象とした「教育と医療の連携」に関するweb調査．
日児誌 2024；128：767-776．
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連携を話題にする前に―
支援組織の「凹凸」
支援室

医師M

住民の生命と暮らしを守る母子保健活動
•子どもや家族の健康生活を守るために

乳幼児健康診査や家庭訪問などを通じた個別支援
•地域診断を基に地域の健康課題を明確化
•子どもの育ちと親の育児を支援する環境づくり・体制整備
＜保健師活動の特徴＞
・すべての住民を対象
・ポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチ
・妊娠期から予防的（一次予防・二次予防）に関わる
・地域の健康課題に対応した事業化・施策化
・多職種連携のコーディネート役

岡本光代先生ご提供

対処・予防に留めず、育てる視点（育てる生徒指導）

生徒指導の重層的支援構造

文部科学省（2022）生徒指導提要（改訂版）

児童生徒一人一人の個性の発見と
よさの可能性の伸長と社会的資
質・能力を支えると同時に、
自己の幸福追求と社会に受け入れ
られる自己実現を支える

生徒指導の目的

自己指導能力の育成

北岡大輔先生ご提供

小児成育医療支援室の弱み

•日々の関わりは不可能。

•生活の場から遠い。

•家族から受け取る情報の比重が大きい。
• 子面談もあるとはいえ。

•ニーズが発生してからの関わりになる。

• “事”が起こってからの支援を抱えきれない。

まさに保健や
教育、司法など
様々な関係機関が
強みとして
有している部分

母子保健活動における課題・限界性

• 発達に課題のある子どもが増加
• 精神的な健康問題を抱える親の増加
• 複雑な家庭環境にある対象者の増加

今まさに転換期にあり医療と保健、福祉、教育による
地域包括ケアシステムの構築が不可欠

• こども家庭センターをめぐる問題
• 業務分担制、分散配置が加速

信頼関係の構築に時間がかかる
支援の長期化、複雑化
資源不足でタイムリーに医療機関や
福祉サービスを利用できない

幅広い母子保健活動の衰退の懸念
（児童福祉とどう協働する？）
地域に責任を持った活動が困難

対象者 保健師

岡本光代先生ご提供

学校教育の限界性

• 精神疾患に起因する困難さ
• 虐待・マルトリートメント
• 犯罪行為・ぐ犯行為 など

教員一人一人がソーシャルワークの視点を

• 社会の多様な価値観を知る
• 活用できる社会資源を知る
• 卒業後の生活をイメージする など

求められる対応・支援 促したい学習

抱え込んでしまいやすい教育現場

教育の専門性と限界性を知り、
専門性をリスペクトし合う関係を築く

学校教育だけでは
応じきれない

北岡大輔先生ご提供

－ 26 －



第１回５市合同説明会

法法務務少少年年支支援援セセンンタターー相相談談のの流流れれ

土井大地先生ご提供

１１ 自自分分ががここここににいいるる（（自自己己存存在在感感））五五感感がが重重要
２２ 生生ききてててていいいいんんだだよよ（（自自己己肯肯定定感感））
３ きっとうまくいく（自己効力感）

2 身体的に生きていることに気づく、ために
五感の機能を回復させること

1 自分自身が、今・ここに生きていることに気づく

3 五感の機能回復のために、人とのつながりが重要である。

連携という「つながり」をつくる前に

相互に影響する。

要

2

1

3 五感の機能回復のために、人とのつながりが重要である。

上上野野和和久久先先生生ごご提提供供

まとめ

•子どものこころを取り巻く環境は激変している。

•小児支援室の強みと弱みを改めて示した。

•互いの凹凸を把握した、補完しあう連携を深めたい。

保育園・学校・寺・神社（お祭り）

災害後の中長期における心の傷の回復にため
に、命がつながれている場所の存在が大きい

「「地地域域文文化化のの発発展展はは、、繰繰りり返返さされれるる命命のの循循環環のの中中でで育育ままれれるる。。
そそのの中中心心ととななるるののはは、、世世代代をを超超ええてて受受けけ継継ががれれるる場場ででああるる保保
育育所所・・学学校校・・おお寺寺・・神神社社、、そそししてて祈祈りりやや祭祭りり（（祀祀りり））ででああるる。。

子どもたちが被災から徐々に日常生活にもどる
にあたり、「学校」という存在、「お寺」や「神社」（地
域文化）の存在が、日常の時間軸と空間軸を取り
戻してくれる要となり機能している。

深い心の傷は回復から

https://www.town.nachikatsuura.wakayama.jp/menu/5（参照2025-02-27）） 上上野野和和久久先先生生ごご提提供供
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